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レキシコン - Michael Kühnen 

126 - BRAVERY 

勇気とは、己に打ち勝つ意志である。この意志を発展させ、闘争において

それを証明する共同体のみが、個人主義、ひいてはブルジョア的マイナス

世界を克服することができる（ブルジョアジーを参照）。アーリア人が自

分の小さな生命ではなく、より高い価値と思想を意味と目標として認識し

（価値観念論を参照）、それによって個人主義的エゴイズムを克服したと

きにのみ、種と自然に従った新秩序を実現することができるのである。第

四帝国のアーリア人ハイカルチャーを目指すこの闘いには、勇気だけでな

く、信仰、規律、忠誠心、その他国家社会主義者の倫理観の価値と要求が

必要である。 

国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）、特に政治的兵士の共

同体としてのシュトゥルム＝アブテイルングにとって、勇敢さは、した

がって、自我から我々へ、ブルジョア個人主義から労働者階級によって形

成される人々の共同体へと導く人生に対する態度として、国家社会主義の

中核に属するものであった。 

SAでは、「勇敢であれ！」という要求は、結果的に政治的兵士の十戒の

一つであり、したがって革命のための闘争的生活の前提条件の一つとなっ

ているのである。この勇気は、ブルジョア生活のあらゆる快適さと便利さ

を犠牲にし、そう、必要ならば人生そのものさえも犠牲にし、人生に高い
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意味と価値を与える国家社会主義の思想と党のために、苦しみ、窮乏、迫

害、投獄を引き受けようとする意志において完成されるのである。した

がって、党の政治的な兵士の中には、戦闘的な騎士団の理想が、自己征服

の最も高貴な形態として戻ってくるのである。彼らは自分たちを国家社会

主義革命の騎士とみなしている（「勲章」の項も参照）。 

  

127 - 伝統 

1945/56年のJdFにおける今日のマイナス世界の権力・政治的勝利と、その

結果としての退廃とアメリカニズムの勝利は、伝統の正常かつ自然な継承

のための前提条件を破壊し、それなしには、種と自然に適した高い文化、

民俗史に対する敬意、種の保存と種の発展のための闘いにおける世代の統

一、したがってまた国家も考えられなかったのである。 

伝統への統合は、個人と共同体の意志に対する要求となり、その刷新と新

たに獲得したコミットメントは、政治的な目標となったのである。新戦力

の伝統に対する理解は二重の目的を持ち、復元を目指すのではなく、再生

を目指すものである。 

 一方、新戦線は、国家社会主義ドイツ労働者党の再創設を目指し、

それによって、ドイツ国民の意志の唯一の真の担い手であるドイツ

労働者党を刷新します。その際、歴史的な国家社会主義と歴史的な

党を取り上げるが、それらをコピーするのではなく、新しい世代の

国家社会主義の発展と新しいNSDAPの建設を通じて、それらの伝統

を創造的に自分のものとする。 

 第二の目標として、新世代の国家社会主義者は、党の再創立、国家

社会主義革命とその国家改革の権力的・政治的勝利、国家社会主義

人民国家（国家を参照）の建設という中間段階をもって、新秩序に

おける第四帝国の種と自然に適した高度の文化のために戦う。 

新秩序を目指す新戦線は、今度は古代の先進文化（アーリア人参照）の伝

統を創造的に取り上げる。これらの独創的な伝統文化の基盤は、男性同士

の結合構造（メンナーブントとオーデンを参照）、社会共同体の有機的構
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造化（当初はカースト制度、今日ではコーポラティブ主義）、安定した支

配（当初は王政、今日ではリーダー主義、上院も参照）、国民共同体の核

としての家族、すべての人間の個人生活と共同体生活がより高い超個別の

原理（今日では価値観念論）に向かっていること、すべての生活が儀式と

いう形式原理の下で形成されていること、であった。 

伝統的な文化の秩序に関するこれらの独創的で新しく理解された原則に加

えて、国家社会主義の現代科学的認識論、生物学的人文主義が導入され、

それによって、現代の科学的知識と手段を伝統的秩序に統合することが可

能になり、それは時代の転換期に新しくなって新秩序となり、伝統、革

命、自由、文化の創始者と担い手としてのアーリア人種の再生の秩序と等

価である。 

  

128 - トラスト 
 生物学的ヒューマニズムの世界観として、国家社会主義は、自然法則に

よって決定される生命の現実から出発し、したがって、人間を共同体的存

在として論理的に定義するのである。共同体、とりわけ自分の民族の共同

体だけが、人間を人間たらしめ、その人生に意味と価値を与え、種として

の生存とより高い発展を可能にするのである。したがって、共同体という

考え方は、国家社会主義者の世界観と政治の中心的な核心である

（Volksgemeinschaftも参照）。 

しかし、人間は自由意志を持つ唯一の生命体であり、したがって、退廃の

代償を払うとはいえ、少なくとも一時的には生物学的法則に逆らって生き

ることができるのだから、人間の共同体は長続きするために意識的かつ恒

常的に結束する意志を必要とする。 

アーリア人種（アーリア人参照）の民意の担い手である国家社会党（国家

社会主義ドイツ労働者党参照）にとって、忠誠心は、したがって国家社会

主義の倫理と生活態度の本質的な構成要素である。忠誠を尽くす能力と意

志は、国家社会主義者の名誉、人民の同志として、また人格としての価値

ある有意義な人生のための必要条件である。このことは、党のシュトルム

＝アブテイルング（Soldatentumを参照）の政治的兵士にはなおさら当ては
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まる。したがって、彼らにとって「誠実であれ！」という戒めは、信仰、

規律、闘争の要求に続く、兵士の人生に対する姿勢の第四の戒めなのであ

る。 

私たちの名誉は、忠誠心と呼ばれるものです 

  

129 - タークス 
 テュルク系民族は、偉大なアーリア人とモンゴル人の間の人種的混血で

あるテュルク系民族の中核を形成しています。歴史的には、トルコ人はオ

スマン帝国の民族的担い手であり、北アフリカ地中海沿岸のほぼ全域とア

ラブ人の居住地、さらにギリシャやバルカン半島などヨーロッパのかなり

の部分を数世紀にわたって支配していた。第一次世界大戦が終わるまで

は、トルコのスルタンはカリフとしてイスラム教の精神的な首領でもあっ

た。このため、トルコ人はヨーロッパの歴史と、より大きなヨーロッパの

生活空間において重要な要素となっている。トルコ系民族の歴史的な居住

地域は、現在のトルコ共和国の領土であり、ソビエト連邦の地域や、オス

マン帝国の遺産としてバルカン半島のトルコ系少数民族の地域も含まれ

る。 

トルコ人は、ドイツの国家社会主義（パントゥーラニズム）に触発され

て、すべてのトルコ系民族の統一を目指す歴史的に独立したトルコの国家

社会主義を作り上げたのである。この思想の組織的な意志が、西ヨーロッ

パで「グレイウルフ」と呼ばれる政治運動である。 

新戦線の思想集団は、トルコ人居住区を含む広いヨーロッパの生活空間全

体を包含する第四帝国の建設をめざしているのだ。この同盟は、ヨーロッ

パのアーリア人の生命的利益と両立する限り、後者の政治的目的を考慮す

る一方で、西ヨーロッパ、特にドイツに定住するトルコ系少数民族の本国

送還にもつながる（Überfremdungも参照されたい）。 

人種政策に関しては、国家社会主義はトルコ人に関しても、現在および将

来の帝国のすべての異民族に関してと同様に、人種隔離の原則を堅持して

いる。しかし一方で、何世紀にもわたるヨーロッパの一部の支配が、アー

リア人の血をトルコ人の体、とりわけ主要な階級にかなり吸収させること

になったことも認めている。トルコの全民族は、アーリア人の血との混血
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によって誕生し、それが典型的な民族となった。さらに、特に少数民族や

宗教的少数派（キリスト教徒、アルメニア人、クルド人）の間には、アー

リア人の血を引くかなり純粋な人種的分裂が残っているのだ。このアーリ

ア人がトルコの生活空間とその民族の性格に及ぼす影響は、アーリア民族

との運命共同体の意識を促進するために、強化され奨励されなければなら

ない。 

  

130 - オーバーフォーム 
 Überfremdungとは、先住民よりも出生率の高い閉鎖的な外国民族が、その

生活圏に定住することである。Überfremdungは、社会的緊張に伴う少数派

の問題を生み出し、混血の危険性によって国民の生物学的アイデンティ

ティと統一性を脅かし、その結果、国民共同体の創設の前提条件となる。

過剰な外国人化と混血は、人々の生きる意欲の減退とそれに伴う退廃の症

状である（「意志」の項も参照）。 

Überfremdungはアーリア人全体（アーリア人参照）に対する危険であり、

特にドイツ、フランス、英国、オランダ、スイス、ベルギー、米国で顕著

である。それは、一般的には国際主義、世界規模の自由資本主義システ

ム、特にシオニズムの権力への邁進によって推進されている（「世界支

配」の項も参照）。関係するすべての国で、国防運動がこれに反対して組

織されている。ドイツでは、過剰な外国化が特に顕著で、FRGにトルコ系

民族が定住し、自らを移民コミュニティとみなすようになっている（「ト

ルコ人」の項参照）。 

国家社会主義は外国人嫌いではありません。人種や民族の多様性を認めな

がらも、その違いを主張せず、自国民の尊重を求めるのと同様に、外国の

国籍を尊重します。民族社会主義の立場からすると、統合や混合を否定し

た場合の疎外問題の解決策は、分離発展政策（人種隔離を参照）か外国人

の送還の2つしか考えられない。FRGは、移民の国となり、異なる民族が

その種に適した形で生活し、発展するための十分な生活空間を持たないの

で、新戦力の思想的共同体は、外国人客は認めるが、外国人の移民と定住

は一貫して阻止し、逆戻りさせることを要求しているのである。 

欧米の民主主義は、外国人の侵入という問題を解決できない。だからこ
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そ、外国人の侵入は、最終的にシステムを崩壊させる支配的なマイナス世

界の問題の一つなのである。環境破壊に匹敵するほどの重要性を持ってい

るのです。過度の外国人排斥と環境破壊、外国人の送還と生命を守るため

の闘いは、新戦線の戦術の重要な焦点である。疎外が続き、外国人の送還

がまだ不可能な限り、外国人少数民族を扱う際の人体保護のための人種衛

生のルールはすべて遵守され、宣伝されなければならないのである。 

生物学的な疎外感に加えて、外国の文化的な影響による知的疎外感という

現象もある。FRGでは、それがアメリカニズムという知的植民地主義に具

現化されている。ドイツ文化大革命はこれに反対している。国家社会主義

ドイツ労働者党の党綱領では、4-8項にドイツ文化革命の要求が盛り込ま

れている。 

  

131 - 「SUBHUMAN 

Untermensch "は、国家社会主義に向けられた残虐なプロパガンダで使われ

る主要な用語の一つである。これは、国家社会主義が他の民族や人種を人

間以下の存在とみなしており、極端な場合、そのような人々を絶滅させる

政策につながるということを意味している。したがって、国家社会主義は

「犯罪」なのです。 

この残虐なプロパガンダの目的は、ドイツ国民が、今起こっている国家社

会主義ドイツ労働者党の新しい誕生を支持しないようにし、さらに、他の

アーリア系民族（アーリア人を参照）も同様に国家社会主義から遠ざけ、

最後に、アーリア系以外の民族・人民（スラブ系の民族など、アーリア系

のものも）を国家社会主義思想に対して扇動することなのである。 

残虐宣伝が「Untermensch」（人間以下）という言葉を使う限り、人種と

民族という観点からの国家社会主義の考え方、人種闘争の遍在性の実現、

人種衛生と人種隔離という生政治的目標、そして人種法に基づく国家社会

主義の法体系に対する中傷を主目的としているのである。しかし、実際に

は、国家社会主義の生政治は、分化の生命法則に基づき、他の人種や民族

の価値を判断することなく、自己の種の保存と発展に努めるものである。 
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国家社会主義は、多様性を主張するのではなく、民族と人民の多様性を認

めるものです 

外国人との関係では、国家社会主義は、主張された価値や非価値に基づく

のではなく、もっぱら人種的、国家的利益に基づくものである。したがっ

て、国家社会主義者の立場からすれば、宇宙人に対して「Untermensch」

という言葉を使うことは、この思想の誤解、あるいは教条主義を退歩させ

ることになるのである。そのため、新世代の国家社会主義では一貫して否

定されている。外部からの非難として、これらすべては-前述したように-

純粋な残虐行為プロパガンダである。 

人種や民族は生物学的に異なるので、誰もが自分の民族や人種を正確に判

断するしかないのです。しかし、これには、国家社会主義が提唱する絶え

間ない選別の結果として、同じ民族や人民の価値や非価値の実現も含まれ

る（『闘争とエリート』も参照のこと）。この文脈では、

Volksschädlinge、寄生虫、非社会的な人々を参照して、正しく

Untermenschenを語ることもできる。彼らは、「自己利益よりも共通利

益」という労働者主義の原則に従って、自分の人生をVolksgemeinschaftに

捧げる努力もせず、ある民族や人々のMinususleseを代表している要素なの

である。人間は、労働者共同体の倫理に従って仲間として生き、それに

よって人格的に成熟して初めて価値を持ち、その人生に意味を持つので

あって、そうでなければ、役に立たない、価値のない人間以下の存在なの

だから。 
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